
めめめめ にじじはは

物事にはすべて理由がある，というのが科学の考え方です．なかでも数学

は「・・・の理由から・・・が成り立つ」という形の推論をつなげていく作業

であると言ってよいでしょう．理論にしたがって推論をつなげていく作業．

だからこそ，理論の基礎をしっかりと把握し，それをつなげて議論を進めて

いけるようにすることが大切です．この問題集は，基礎としてこれだけ知っ

ていればよい，これだけ使えればよい，という必須事項の全体像をコンパク

トに提示することを目的としました（そのため，「数学と人間の活動」の分野

では，整数に関する問題だけを取り上げました）．基礎的なことで疑問を感

じたら，教科書に立ち返ることも大切です．しかし，実際は，ここにあるこ

とを理解し，使えるようになれば，覚えてくり返すべき内容や形式としては

それで十分でしょう（あとはそれを使って未知の問題にチャレンジすること

が重要です．応用問題への道筋にも注意を払いました）．この問題集が，み

なさんにとって，高校数学の基本を確認し，主要事項を使えるようになるた

めの礎
いしずえ

になることを願ってやみません．

この小さな問題集が出来るまでに多くの方々のお世話になりました．

編集の梶原一也さん，加藤達也さん，大坂美緒さんには大変なご苦労とご

迷惑をおかけしました．ここにお礼とおわびを申し上げます．また，いまだ

構想段階にあった数年前に背中を押してくれた吉井健二さん，校閲と貴重な

助言をしていただいた小松崎和子先生，終盤，原稿に目を通して，気づかな

かった点を指摘してくれた小沢英雄先生，デザインとレイアウトを助けてく

れた平井素子さん，改訂に際してご教示いただいた齋藤大成先生，編集の林

拓実さん，前橋桂介さんに感謝の意を表します．そして，折々に著者の疑問

に付き合ってくれた多くの先生方，職員の方々，どうもありがとうございま

した．

著者を代表して　　　　桐山宣雄

2
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本書の特長と利用法本書の特長と利用法

実際の使い方としては

 まず　　　を解いてみてください．

 それから解答を確認し，自分の今いる地点（実力）を確認してください

（問題は解けたか，言葉の意味は知っていたか，公式は覚えていたか，

公式は使えたか，計算はできたか，などなど）．

 例題が解けず，解答を読んだものについては，間をあけず復習問題を紙

の上で解いてみてください（そのため多くの復習問題は例題と同程度の

類題にとどめてあります）．真似て解いてみることも基礎を定着させる

にはとても大切なことです．

 疑問がわいたら，計算については傍注，理論的な事については　　　を

見ること．公式は基礎として重要な定理はおおよそ載せてあります．必

要に応じて，概念の約束である定義も傍注や公式の中にちりばめてお

きました（より詳しい説明が知りたくなったら，面倒がらずに教科書に

戻ってください）．

　　　　 は推論の仕方を思い出しやすいように，みじかい言葉（こうい

う時はこう考えるという図式）で示したものです．各自，自分なりの言

葉でやり方を整理するのもいいでしょう．

数学においては，理論のもつ意味に注意しながら，論理的思考力と思考の

柔軟性を養うことが大切です．そのために，この問題集で基礎を確認し，そ

こから，さらなる実戦的な問題に挑戦し，つねに未知なる世界をめざしてほ

しいと思います．その途上でくり返し立ち返る土台として，この問題集を

使っていただければさいわいです．

1 例題

2

3

4

5 シシェェ➡➡ママ
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§１　数と式6

因数分解例題 001001

  ⑴ (与式) = x(x + y) - (x + y) = (x + y)(x - 1)

⑵  (与式) = (2x - 3)(3x + 5)

⑶  (与式) = 2x2 - (3y + 5)x - (y - 3)(2y + 1)

 = {2x + (y - 3)}{x - (2y + 1)}

 = (2x + y - 3)(x - 2y - 1)

⑷  (与式) = (xy - 1)z + x2y - xy2 - x + y

 = (xy - 1)z + xy(x - y) - (x - y)

 = (xy - 1)z + (xy - 1)(x - y)

 = (xy - 1)(x - y + z)

⑸  (与式)  = (x4 + 4x2 + 4) - 4x2

 = (x2 + 2)2 - (2x)2

 = (x2 + 2 + 2x)(x2 + 2 - 2x)

 = (x2 + 2x + 2)(x2 - 2x + 2)

解

 xの２次式とみなす．

x，yは２次，zは１次であ
るから zについて整理する．

A2 - B2の形に変形できる
ことに注目．

乗法公式
a2 - b2 = (a + b)(a - b)

を利用．

次の式を因数分解せよ．
⑴ x2 + xy - x - y

⑵ 6x2 + x - 15

⑶ 2x2 - 3xy - 2y2 - 5x + 5y + 3

⑷ xyz + x2y - xy2 - x + y - z

⑸ x4 + 4

001復習   次の式を因数分解せよ．
⑴  x2y - 2y - x + 2xy2       ⑵ 24x2 - 2x - 15

⑶  6x2 - 5xy - 6y2 - x - 5y - 1   ⑷ (x - 3)(x + 7)(x + 2)2 + 144

⑸  x(y - z)2 + y(z - x)2 + z(x - y)2 + 8xyz

⑹  x4 - 27x2y2 + y4

　　　　　　　　　　　　    ○○ 共通因数でくくる
　　　　　因数分解　





○○ 公式を利用する

　　　　　　　　　　　　    ○○ 最低次の文字で整理する

シシェェ➡➡ママ

《乗法公式》   ⅰ a2 ± 2ab + b2 = (a ± b)2 （複号同順）
        ⅱ a2 - b2 = (a + b)(a - b)

        ⅲ acx2 + (ad + bc)x + bd = (ax + b)(cx + d)

 2   -3 → -9

 3    5 → 10 

         1
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§１　数と式 7

数
と
式

有理数例題 002002

  ⑴ ⅰ 3
8

= 0.375   ⅱ 2
125

= 0.016   ⅲ 29
90

= 0.32
4

ⅳ  4
11

= 0.36
4 4

   ⅴ 11
74

= 0.14
4

86
4

⑵  ⅰ r = 0.53
4

とおくと 10r = 5.3
4

であるから
10r - r = 5.3

4

 - 0.53
4

 = 4.8  ∴ 9r = 4.8 5.3
4

 = 5.3333・・・

0.53
4

 = 0.5333・・・

∴ r = 48
90

=
8
15

ⅱ  r = 0.241
4 4

とおくと 100r = 24.141
4 4

であるから
100r - r = 24.141

4 4

- 0.241
4 4

= 23.9  ∴ 99r = 23.9

∴ r =
239
990

ⅲ  r = 0.65
4

72
4

とおくと 1000r = 657.25
4

72
4

であるから
1000r - r = 657.25

4

72
4

 - 0.65
4

72
4

 = 656.6  ∴ 999r = 656.6

∴ r = 6566
9990

=
3283
4995

解

⑴ 次の分数を小数で表せ．

ⅰ 
3
8

   ⅱ 
2

125    ⅲ 
29
90

   ⅳ 
4
11

   ⅴ 11
74

⑵ 次の循環小数を分数で表せ．
ⅰ 0.53

4

   ⅱ 0.241
4 4

   ⅲ 0.65
4

72
4 

002復習   ⑴ 次の分数を小数で表せ．

ⅰ 
5
16     ⅱ 

7
20     ⅲ 

22
30     ⅳ 

14
55    ⅴ 

81
37

⑵  次の循環小数を分数で表せ．
ⅰ 0.326

4

   ⅱ 0.96
4 4

    ⅲ 0.18
4

04
4  

  

有理数では次のことが成り立つ．正の有理数は整数，有限小数，循環小数のいずれかで表せる．
逆に，有限小数，循環小数は分数の形で表せる．

循環小数（□
4

□・・・□
4

） 　100・・・0倍したものと差をとる

    

kコ

    

kコ

シシェェ➡➡ママ

《有理数》 整数 nと 0でない整数mを用いて分数 m
n
の形に表すことのできる数を有

理数という．整数mは 
m
1
と表せるので有理数である．また，それ以上約分できな

い分数を既約分数という．小数点以下の部分が限りなく続く小数を無限小数（そうで
ないときは有限小数），同じ数の並びがくり返し現れる無限小数を循環小数という．
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§４　図形と計量38

三角比の相互関係例題 033 033 

  ⑴ sin2 q + cos2 q = 1より

cos2 θ = 1 − sin2 θ = 1 − 16
25

= 9
25

90°< q < 180°（qは鈍角）であるから cos q < 0

よって cos θ = − 3
5 qが鈍角という条件がなければ

cos θ = ± 3
5
となり，1つには

決まらない．
tan θ = sin θ

cos θ
 より

tan θ =

4
5

− 3
5

= − 4
3

⑵  1 + tan2 θ = 1
cos2 θ

 より

1
cos2 θ

= 1 + (−3)2 = 10  ∴ cos2 θ = 1
10

tan q < 0であるから，90°< q < 180°をみたし cos q < 0

よって cos θ = − 1√
10

また， tan θ = sin θ
cos θ

 より

sin θ = cos θ · tan θ =
(
− 1√

10

)
· (−3) = 3√

10

解

⑴ 鈍角 qに対して sin θ = 4
5
のとき，cos q，tan qの値を求めよ．

⑵ 0°< q < 180°，tan q = -3のとき，sin q，cos qの値を求めよ．

033復習   0°< q < 180°とする．sin q，cos q，tan qのうち，1つが次のように与
えられたとき，他の 2つの値を求めよ．

⑴ cos θ = − 4
5

      ⑵ tan q = 2

sin q，cos q，tan qの値　 　１つがわかれば残りも求まる
シシェェ➡➡ママ

《三角比の相互関係》  

ⅰ tan θ = sin θ

cos θ
  ⅱ sin2 q + cos2 q = 1  ⅲ 1 + tan2 θ = 1

cos2 θ
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§４　図形と計量 39

図
形
と
計
量

sinsin qqと coscos qqの対称式例題 034034

  ⑴ sin q + cos q =
√

2 ……① の両辺を 2乗して
sin2 q + cos2 q + 2 sin q cos q = 2

sin2 q + cos2 q = 1を代入して
1 + 2 sin q cos q = 2

∴ sin θ cos θ = 1
2

 ……②

⑵  ①，②より
sin3 q + cos3 q

= (sin q + cos q)3 - 3 sin q cos q(sin q + cos q)

= (
√

2)3 − 3 · 1
2
·
√

2 =
√

2
2

⑶  同様に
sin4 q + cos4 q

= (sin2 q + cos2 q)2 - 2(sin q cos q)2

= 12 − 2 ·
(

1
2

)2
= 1

2

解

x3 + y3

= (x + y)3 - 3xy(x + y)

x4 + y4

= (x2 + y2)2 - 2x2y2

sin θ + cos θ =
√

2  が成り立つとき，次の式の値を求めよ．
⑴ sin q cos q     ⑵ sin3 q + cos3 q     ⑶ sin4 q + cos4 q

034復習   sin θ − cos θ = 1
3

 が成り立つとき，次の式の値を求めよ．

⑴  sin q cos q

⑵  sin3 q - cos3 q

⑶  sin5 q - cos5 q

  

⑵は
sin3 q + cos3 q = (sin q + cos q)(sin2 q - sin q cos q + cos2 q)

      =
√

2 ·
(
1 − 1

2

)
=

√
2

2
としてもよい．

sin qと cos qの対称式　 　和と積で表せる　　　
                （sin q + cos qがわかれば
                    sin q cos qも求まる）

シシェェ➡➡ママ
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§６　数学と人間の活動78

最大公約数と最小公倍数例題 073073

  ⑴ 各数を素因数分解すると
42 = 2・3・7， 63 = 32・7， 189 = 33・7

よって 最大公約数は 3・7 = 21

最小公倍数は 2・33・7 = 378

⑵  2つの自然数を a，b (a � b)とすると，条件より，a = 126a'，b = 126b' （a'と b'は
自然数で，最大公約数が 1，a' � b'）と表され，a + b = 756であるから

126a' +126b' = 756  ∴ a' + b' = 6

a'と b'の最大公約数は 1であるから (a'，b' ) = (1，5)

a = 126，b = 630

よって 126と 630

⑶  2つの自然数を a，b (a � b)とし，その最大公約数を g

とすると，最小公倍数が 144であるから
ab = 144g  ∴ 864 = 144g  ∴ g = 6

よって，a = 6a'，b = 6b'（a'と b'は自然数で，最大公約数が 1，a' � b'）と表せ，
ab = 864であるから

36a' b' = 864  ∴ a' b' = 24

∴ (a'，b' ) = (1，24)，(3，8)  ∴ (a，b) = (6，144)，(18，48)

したがって 6と 144 または 18と 48

解 おのおのの素因数について
最大公約数は，個数の一番
少ないものをとる．
最小公倍数は，個数の一番
多いものをとる．

(a'，b') = (1，5)，
  (2，4)，(3，3)

      ↑
これらは最大公約数
が 1ではない．

⑴ 42，63，189の最大公約数と最小公倍数を求めよ．
⑵ 和が 756，最大公約数が 126であるような 2つの自然数を求めよ．
⑶ 積が 864，最小公倍数が 144であるような 2つの自然数を求めよ．

073復習    ⑴ 75，360，420の最大公約数と最小公倍数を求めよ．
⑵  最大公約数が 17で，最小公倍数が 204となる 2桁の 2つの自然数を求めよ．

  

用語の定義はしっかりおぼえておくことが大切である．
「2つの整数 a，bに対して，a = bkとなる整数 kが存在するとき，aは bで割り切れるといい，
bは aの約数，aは bの倍数という．2つ以上の整数に共通の約数を，それらの公約数といい，
そのうち最大の数を最大公約数という．2つ以上の整数に共通の倍数を，それらの公倍数とい
い，そのうち最小の正の数を最小公倍数という．」

公約数と公倍数　 　素因数分解をして素因数の個数を比較
シシェェ➡➡ママ

《最大公約数と最小公倍数》 a と b の最大公約数を g，最小公倍数を l とすると，
a = a' g，b = b' g （a'と b'の最大公約数は 1）と表され l = a' b' g， gl = ab
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互いに素例題 074074

  ⑴ x
b

= y
a

 より ax = by

これより，左辺の axは bで割り切れる．
aと bは互いに素であるから，xは bで割り切れる． 終

⑵  nと n + 1の最大公約数を g （gは自然数）とすると
n = ga，n + 1 = gb （a，bは自然数で a < b）

と表せる．このとき
(n + 1) - n = gb - ga  ∴ g(b - a) = 1

ここで，g，b - aはともに自然数なので g = 1

よって，nと n + 1は互いに素である． 終

別解  nと n + 1が互いに素でないと仮定すると，nと n + 1は
1より大きい公約数 pをもち

n = pk，n + 1 = pl （k，lは自然数）
と表される．このとき，辺々差をとると

1 = pl - pk  ∴ 1 = p(l - k)  ……①
一方，pは 1より大きい自然数，l - kは整数であるから

p(l - k) \= 1           ……②
①と②は矛盾する．よって，nと n + 1は互いに素である． 終

解

背理法を用いる．

⑴ a，bは自然数，x，yは整数で，aと bは互いに素であるとする．
x
b

= y
a
が成り立つとき，xは bで割り切れることを示せ．

⑵ 「自然数 nと n + 1は互いに素である」ことを証明せよ．

074復習   ⑴ nは自然数とする．2n + 1が 7の倍数で，n + 1が 3の倍数であると
き，2n + 8が 42の倍数であることを証明せよ．

⑵  aを自然数とするとき，a2と 2a + 1が互いに素であることを証明せよ．

  

1° 「aと bが互いに素である」とは，aと bの最大公約数が 1であることをいう．これは，aと
bが 1以外の共通の約数をもたないことであり，素因数分解において共通の素因数をもたない
ことでもある．

2° ⑴において，証明より，x = bn （nは整数）と表され，ax = byに代入して y = anである．

つまり ax = by ⇐⇒  

{
 x = bn

 y = an
 （nは整数）

互いに素　 1以外の公約数をもたない
シシェェ➡➡ママ
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復習の答復習の答2

§１ 数と式

001 
⑴  (与式)= (x2y - x) + (2xy2 - 2y)

= x(xy - 1) + 2y(xy - 1)

= (xy - 1)(x + 2y)

⑵  (与式)= (4x + 3)(6x - 5)

⑶  (与式)= 6x2 - (5y + 1)x - (6y2 + 5y + 1)

= 6x2 - (5y + 1)x - (2y + 1)(3y + 1)

= {2x - (3y + 1)}{3x + (2y + 1)}

= (2x - 3y - 1)(3x + 2y + 1)

⑷  (与式)= (x2 + 4x - 21)(x2 + 4x + 4) + 144

= (x2 + 4x)2 - 17(x2 + 4x) + 60

= (x2 + 4x - 5)(x2 + 4x - 12)

= (x - 1)(x - 2)(x + 5)(x + 6)

⑸  (与式)= x(y - z)2 + y(z2 - 2zx + x2) 

 + z(x2 - 2xy + y2) + 8xyz

= (y + z)x2 + {(y - z)2 - 2yz

 - 2yz + 8yz}x + (yz2 + y2z)

= (y + z)x2 + (y + z)2x + yz(y + z)

= (y + z){x2 + (y + z)x + yz}

= (y + z)(x + y)(x + z)

= (x + y)(y + z)(z + x)

⑹  (与式)= (x4 - 2x2y2 + y4) - 25x2y2

= (x2 - y2)2 - (5xy)2

= (x2 - y2 + 5xy)(x2 - y2 - 5xy)

= (x2 + 5xy - y2)(x2 - 5xy - y2)

002 

⑴  ⅰ 5
16

= 0.3125  ⅱ 7
20

= 0.35

ⅲ 22
30

 = 0.73
4

  ⅳ 14
55

 = 0.254
4 4

ⅴ 81
37

 = 2.1
4

89
4

⑵   ⅰ r = 0.326
4

とおくと 10r = 3.26
4

である
から

10r = 3.26666・・・

 r = 0.32666・・・

よって
10r - r = 2.94

∴ 9r = 2.94  ∴ r = 294
900

= 49
150

ⅱ r = 0.96
4 4

とおくと 100r = 96.96
4 4

である
から

100r - r = 96.96
4 4

 - 0.96
4 4

 = 96

{

∴ 99r = 96  ∴ r = 96
99

= 32
33

ⅲ r = 0.18
4

04
4

とおくと 1000r = 180.48
4

04
4

であるから
1000r - r = 180.48

4

04
4

 - 0.18
4

04
4

 

     = 180.3

∴ 999r = 180.3

∴ r = 1803
9990

= 601
3330

003 

x + y =
√

5 −
√

3√
5 +

√
3

+
√

5 +
√

3√
5 −

√
3

=
(
√

5 −
√

3)2 + (
√

5 +
√

3)2

(
√

5 +
√

3)(
√

5 −
√

3)

= 8

xy =
√

5 −
√

3√
5 +

√
3
·
√

5 +
√

3√
5 −

√
3

= 1

⑴  (与式)= 3{(x + y)2 - 2xy} - 5xy

= 3(x + y)2 - 11xy

= 3・82 - 11・1 = 192 - 11 

= 181

⑵  (与式)= x2 - 4 + xy + y2

= (x + y)2 - xy - 4

= 82 - 1 - 4 = 59

⑶  (与式)=
x3 + y3

xy

ここで
x3 + y3 = (x + y)3 - 3xy(x + y)

  = 83 - 3・1・8 = 8(64 - 3)

  = 488

よって (与式)= 488
1

= 488

004 
⑴  ⅰ 

√
2 +

√
5 +

√
7√

2 +
√

5 −
√

7

=
(
√

2 +
√

5 +
√

7)(
√

2 +
√

5 +
√

7)
(
√

2 +
√

5 −
√

7)(
√

2 +
√

5 +
√

7)

=
(
√

2 +
√

5 +
√

7)2

(
√

2 +
√

5)2 − (
√

7)2

=
(
√

2 +
√

5 +
√

7)2

2
√

10
√

2 −
√

5 +
√

7√
2 −

√
5 −

√
7

=
(
√

2 −
√

5 +
√

7)(
√

2 −
√

5 +
√

7)
(
√

2 −
√

5 −
√

7)(
√

2 −
√

5 +
√

7)

=
(
√

2 −
√

5 +
√

7)2

(
√

2 −
√

5)2 − (
√

7)2

=
(
√

2 −
√

5 +
√

7)2

−2
√
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復習の答復習の答12

⑵   
1

cos2 θ
= 1 + tan2 θ = 1 + 4 = 5

∴ cos2 θ = 1
5

tan q > 0より 0°< q < 90°であるから
cos q > 0

よって cos θ = 1√
5

このとき

sin θ = tan θ cos θ = 2 · 1√
5

= 2√
5

034 

⑴  sin θ − cos θ = 1
3

 の両辺を 2乗して

sin2 θ + cos2 θ − 2 sin θ cos θ = 1
9

∴ 1 − 2 sin θ cos θ = 1
9

∴ sin θ cos θ = 4
9

⑵   (sin q - cos q)3 

= sin3 q - 3 sin2 q cos q 

  + 3 sin q cos2 q - cos3 q

より
(与式) = (sin q - cos q)3 

 + 3 sin q cos q(sin q - cos q)

=
(

1
3

)3
+ 3

(
4
9

)
·
(

1
3

)
= 13

27
⑶   (sin3 q - cos3 q)(sin2 q + cos2 q)

= sin5 q + sin3 q cos2 q 

  - sin2 q cos3 q - cos5 q

= (sin5 q - cos5 q) 

  + sin2 q cos2 q(sin q - cos q)

より
(与式) = (sin3 q - cos3 q)(sin2 q + cos2 q) 

 - (sin q cos q)2(sin q - cos q) 

= 13
27

· 1 −
(

4
9

)2
· 1

3
= 101

243

035 
⑴    

O

y

x1

1

-1

1
2

x = -

120°

図より q = 120°

⑵    

O

135°
45°

y

x1

1

-1

図より 0°≦ q≦ 45°，135°≦ q≦ 180°
⑶    

O

150°

y

x1

1

-1

図より 0°≦ q≦ 150°
⑷    

120°

y=x

45°

y

x1

1

-1 O

図より 0°≦ q < 45°，120°≦ q≦ 180°
036 
⑴  ⅰ sin 124°= sin(180°- 56°)

   = sin 56° = sin(90°- 34°)
   = cos 34°

よって (与式) = cos2 34°+ sin2 34°= 1

ⅱ  tan 68°= tan(90°- 22°) = 1
tan 22◦

tan 147°= tan(180°- 33°) = -tan 33°
sin 57°= sin(90°- 33°) = cos 33°
よって

(与式) = tan 22°・ 1
tan 22◦

+ tan 33°・(-tan 33°) + 1
cos2 33◦

 = 1 +
(

1
cos2 33◦

− tan2 33◦
)

= 1 + 1 = 2

⑵  ⅰ  

O

x=cos50°

50°

y

x1

1

-1
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復習の答復習の答24

P (TR∩SR)は
4
7
× 4C2

9C2
= 4 · 6

7 · 36
= 2

21
⑴より

P (TR) = 11
84

よって，求める確率は

PTR
(SR) =

P (TR ∩ SR)
P (TR)

=

2
21
11
84

= 8
11

072 
⑴  終わるまでの回数を k とする．小さい
カードから順にとり出すと，
1 + 2 + 3 + 4 = 10より 4回で終わる．よっ
て，kの範囲は

1≦ k≦ 4

⑵   ⅰ 1回で終わるのは，はじめに 10をと
り出すときで

p1 = 1
10

ⅱ  2回で終わるのは，1回目の数字を i，2

回目の数字を jとすると
i = 1のとき

j = 9，10の 2通り
i = 2のとき

j = 8，9，10の 3通り
i = 3のとき

j = 7，8，9，10の 4通り
i = 4のとき

j = 6，7，8，9，10の 5通り 

i = 5のとき
j = 6，7，8，9，10の 5通り

i = 6のとき
j = 4，5，7，8，9，10の 6通り

同様に i = 7のとき 7通り，i = 8のとき 8

通りで，i = 9のとき 9通り．
よって，(i，j)の組は

2 + 3 + 4 + 5 + 5 + 6 + 7 + 8 + 9 = 49

であるから

p2 = 49
10P2

= 49
90

ⅲ  4回で終わるのは，3回までの和が 9以
下で

{1，2，3}，{1，2，4}，{1，2，5}，
{1，2，6}，{1，3，4}，{1，3，5}，
{2，3，4}

の 7通り（順番の決め方はおのおの 3!通り）
で，このときはつねに 4回で終わるので

p4 = 7 × 3!
10P3

= 7
120

ⅳ  3回で終わる場合は余事象を考えて，ⅰ
～ⅲより

p3 = 1 − (p1 + p2 + p4)

= 1 − 1
10

− 49
90

− 7
120

= 360 − 36 − 196 − 21
360

= 107
360

よって
回数の期待値
 = 1 * p1 + 2 * p2 + 3 * p3 + 4 * p4

 = 1 · 1
10

+ 2 · 49
90

+ 3 · 107
360

+ 4 · 7
120

 = 
36 + 392 + 321 + 84

360
= 833

360

§６ 数学と人間の活動

073 
⑴   75 = 3 * 52，360 = 23 * 32 * 5，

420 = 22 * 3 * 5 * 7

であるから，最大公約数は 15 (= 3 * 5)，
最小公倍数は 12600 (= 23 * 32 * 52 * 7)

⑵  2つの自然数を a，bとすると，最大公約
数が 17であるから a = 17a'，b = 17b' （a'

と b'は自然数で，最大公約数は 1，a' � b'）
と表せる．また，最小公倍数が 204である
から

ab = 17 * 204

∴ (17a')(17b') = 17 * 204

∴ a' b' = 12

a，bとも 2桁なので，a'，b'とも 1以上 5

以下である．a'と b'の最大公約数が 1であ
ることから a' = 3，b' = 4

よって，求める 2つの自然数は 51と 68

074 
⑴  条件より

2n + 1 = 7k  ……①
n + 1 = 3l   ……② 

（k，lは自然数）

と表される．
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